合掌　残暑なお厳しい折、お守りの会の皆さんは如何おられますか。霊神符をシッカリと握り締め大きな声でお題目を唱えてこの残暑と熱中症を克服してください。

　先日お盆を迎えやれやれと思う間もなく九月のお彼岸を迎えます。九月の霊神符をお送りいたしておりますいつものように改めて下さい。そして、間違えていましたら早速ご連絡を下さい。

　日蓮聖人さまの｢立正安国論｣にこう書かれています。

　　　　人の夜書するに

　　　　　　　　火は滅すれども

　　　　　　字は存ずるが如し

　この世に昼と夜がありますが、人は生きている間を明るい昼と言い、死んでいる間は真っ暗な夜なのだとよく言われます。しかし、宇宙を見ますと真っ暗でいくつかの太陽のような発光体が点在しているだけだそうです。ですから、人というのは闇夜にいるのが本当の姿だそうです。

　人が生まれると言うことは仏さまより松明(たいまつ)の灯火(ともしび)をいただて、松明がともっている間、足元を照らしてとぼとぼと歩いているようなもので、その火が消えたときを死といいます。その松明がともっている間に歩いた足跡は松明が消えた後も消えることがありません。足跡にも良い足跡と悪い足跡があります。
　松明の明かりがある間に汚い足跡を出来るだけ消さないと、今度、松明を頂いたときにとんでもないところから歩かなければなりません。

　霊神符のお力はお題目のエネルギーでいくらでも強くなりさらに大きなご守護がいただけます。霊神符を握り締めて一生懸命お題目を唱えながら汚い足跡を消して行こうではありませんか。これがすなわち、あなたが生きている間に作った罪科の消滅行です。それでは又来月。　敬具
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